
※２.「追加取得情報」欄を使用した場合は、取得情報、単位、詳細をそれぞれ入力

トラック輸送の省エネ化推進事業 単位

【総括分析データ（総括表）】

■報告データ

Ａ．事業者の情報 Ｄ．必須取得情報 Ｅ．メニューに応じた取得情報

法定３要素 作業区分 発着時刻 積載情報 空車情報 交通情報 温度情報 追加取得情報 ※２

Ｂ．車両の実施連携メニュー

Ａ Ｂ

追加1

追加2

追加3

追加4

※１．荷主等の申請の場合は荷待ち時間からの推計値も入力。推計値の算出方法は公募要領P.8を参照、又は別ファイル「計算シート_荷待ち時間燃料推計（荷主等）」を利用して算出すること。

交付決定
番号 うち高速道路

トラック・荷主等

事業者名

荷姿
空車時間
(分)

空車距離
(㎞)

扉の
開閉
回数事業所名

庫内
平均
温度
(℃)

庫内
設定
温度
(℃)

実施した
連携

メニュー

データ
取得
日数 荷待ち

時間

早着に
よる

待機時間

車両登録番号

追加取得情報 詳細

データ
取得時期

車台番号
燃料
の
種類

実燃費
（㎞/ℓ） 走行時間

(分)
平均速度
(㎞/h) 走行距離

(㎞)

①
走行距離
（㎞）

③燃料使用量（ℓ）

取組
期間中の
燃料
使用量

荷待ち
時間から
算出した

燃料
使用量

（荷主等は
報告必須）

※１

④車両情報

最大積載量
(t)

②輸送量及び積載率

輸送量
(t)

平均積載率
(%)

空車率
(％)

発着時刻の
取得回数
（荷積卸の
回数）

渋滞
箇所
距離
(㎞)

渋滞
箇所
回数

遅延
時間
(分)

走行時間
(分)

平均速度
(㎞/h)

休憩

所要時間(分)

うち
アイドリン
グ時間

※荷主等の
申請は報告

必須

荷積み 荷卸し

Ｂ

その他

連携
メニュー

区分
連携メニュー番号

Ａ

Ｃ．取得情報
連携

メニュー
区分

メニューに応じた取得情報

連携
メニュー

番号
追加取得情報

Ａ

Ｂ

その他

【お願い】

書類作成の際は 使用してください。

ファイルのコピー等を使用すると入力規則の誤作動の原因になる場合があります。

緑色のセルに入力すること
（注）実施計画書の「取得情報」に記入したデータは報告必須

【お願い】

書類作成の際は 使用してください。

ファイルのコピー等を使用すると入力規則の誤作動の原因になる場合があります。

総括分析データ（総括表）記入マニュアル
令和3年度版

入力箇所参照ページ

P.8

P.2

P.3

P.4,P.5 P.6,P.7 P.8



Ａ．事業者の情報

Ｂ．車両の実施連携メニュー

交付決定
番号

トラック・荷主等

事業者名

事業所名

データ
取得時期

Ｂ

その他

連携
メニュー

区分
連携メニュー番号

Ａ

【A．事業者の情報】

・交付決定番号：交付決定通知書（様式第２）右上

に記載の５桁の番号を入力すること。

・トラック・荷主等事業者名：取組を実施した事業者名

を入力すること。

・事業所名：「申請車両・車載器シリアル情報一覧表」

に記載されている事業所名を入力すること。

■事業者等の情報について

2

※「英数字」は半角で入力すること。

【B．車両の実施連携メニュー】

・区分A・Bにそれぞれ実施計画書で選択したメニュー番号を

入力すること。

・区分A・Bで2つ以上の連携メニューを実施した場合、別途

総括分析データをダウンロードの上、作成すること。

※その他を選択した場合、その他の欄に「17」と入力。

【データ取得時期】

荷主連携前・連携後のいずれかをプルダウン

メニューから選択すること。

※選択間違いがないように必ず確認すること！

※連携前と連携後でファイル名の命名規則が

異なるため注意すること



Ａ Ｂ

2 10 追加1 ○○情報

追加2

追加3

追加4

走行時間

走行距離（高速道路）

Ａ

Ｂ

Ｃ．取得情報
連携

メニュー
区分

メニューに応じた取得情報

連携
メニュー

番号
追加取得情報

その他

荷積み・荷卸し

荷待ち時間

■取得情報について

3

自動的に反映

取得情報はプルダウン
メニューから選択

【追加取得情報】

・メニューに応じた取得情報のプルダウンメニューのいずれにも該当
しない情報を報告する場合は、この欄に情報を入力すること。

・取得した情報が区分A・Bどちらの情報かメニュー番号を入力
すること。その他の場合は、区分Bの欄に「17」と入力すること。

・追加1～4の右横の欄に取得した情報の項目名を入力する
こと。

【メニューに応じた取得情報】

・メニューに応じた取得情報は区分A・Bごとに実施計画書で

選択したメニューと同じものをプルダウンで選択すること。

※その他も同様に選択すること。

・実施計画書で選択しなかったメニューであっても取組内容に

よって必要となった情報については追加してもよい。

※「英数字」は半角で入力すること。



④車両情報

A・B 10 10.50 軽油

A・B 10 10.50 軽油

A・B 10 10.50 軽油

A・B 10 13.50 軽油

A・B 10 13.50 軽油

神田100あ1237 DK-AAA-9504

神田100あ1238 DK-AAA-9505

神田100あ1235 DK-AAA-9502

神田100あ1236 DK-AAA-9503

神田100あ1234 DK-AAA-9501

実施した
連携

メニュー

データ
取得
日数 車両登録番号 車台番号

最大積載量
(t)

燃料
の

種類

【データ取得日数】

・車両ごとにデータを取得した日数を入力する
こと。
・10日以上の数値しか入力できないため注意
すること。

■報告データについて① ～必須取得情報 その１～

4

【実施した連携メニュー】

・車両毎にどのメニューを実施したのか、下記を
参照に組み合わせを選択すること。

区分Aメニューを実施→「A」
区分Bメニューを実施→「B」
その他メニューを実施→「他」

記入例では区分Aメニューと区分Bメニューを実施
した車両となっている。

【車両登録番号】【車台番号】【最大積載量】

・データの取得を行った車両の各情報を入力すること。

【燃料の種類】

・データの取得を行った車両の使用している燃料の種類を

プルダウンメニューから選択すること。

※「申請車両・車載器シリアル一覧」に記載の内容と相違ない
か必ず確認すること。

※「英数字」は半角で入力すること。



718.62 5.98 56.95 8436.59 0.00 11.74

709.68 5.18 49.31 7780.06 0.00 10.96

735.48 5.59 53.21 8119.69 0.00 11.04

691.51 5.49 40.69 7814.06 0.00 11.30

704.58 5.29 39.16 8363.36 0.00 11.87

①
走行距離
（㎞）

③燃料使用量（ℓ）

実燃費
（㎞/ℓ）

取組
期間中の
燃料
使用量

荷待ち
時間から
算出した

燃料
使用量

（荷主等は
報告必須）

※１

②輸送量及び積載率

輸送量
(t)

平均積載率
(%)

【燃料使用量の単位について】
基本単位「ℓ」（リットル）とする。
軽油以外の燃料種の場合は、単位に示
す通りリットルに換算（別ファイルの「計算
シート_軽油換算表」を使用）して記入
すること。

【②輸送量及び積載率】

【輸送量】

・車両毎に取組期間中の総積載量を入力すること。

【平均積載率】

・車両毎に取組期間中の平均積載率を入力すること。

■報告データについて① ～必須取得情報 その２～

5

【①走行距離】

・車両毎に取組期間中の総走行距離を入力すること。

【③燃料使用量】

【取組期間中の燃料使用量】

・全事業者が入力対象

・取組期間中の走行時、アイドリング時すべての燃料使用量を入力すること。

【荷待ち時間から算出した燃料使用量】

・荷主等は必ず入力

・下表を参照に荷待ち時間から算出した燃料使用量を入力すること。

【④実燃費】

・ 「①走行距離」 ／ 「取組期間中の燃料使用量」で算出。

【荷待ち時間から算出した燃料使用量】
荷主等の申請の場合は、燃料使用量を荷待ち時間から推計値
も算出（下表または別ファイルの「計算シート_荷待ち時間燃料
推計（荷主等）」を使用）して記入すること。

①1分あたりの燃料消費量の出典：環境庁資料より
②最大積載量による区分の根拠：道路交通法より

区分 車両総重量 計算方法

T1～T4
トラック

3.5t超～7.5t以下
荷待ち時間（分）

×
０．００６１（ℓ）

T5～T9
トラック

7.5t超～16t以下
荷待ち時間（分）

×
０．００８０（ℓ）

T10～T11
トラック

16t 超
荷待ち時間（分）

×
０．０１３５（ℓ）

TT1 トラクタ 20t以下
荷待ち時間（分）

×
０．０１６０（ℓ）

TT2トラクタ 20t超
荷待ち時間（分）

×
０．０１６０（ℓ）

「D．必須取得情報」の各データについては、別ファイル
「計算シート_トンキロ＆燃料使用量算出」にて合計の
算出が可能

参照

※「英数字」は半角で入力すること。



Ｅ．メニューに応じた取得情報

法定３要素 作業区分

1023.84 256.46 144.00

1002.96 21.32 42.00

986.50 6.21 10.00

1011.56 271.66 154.00

965.96 56.11 51.00

2743.68 341.12 264.00

うち高速道路

走行時間
(分)

平均速度
(㎞/h) 走行距離

(㎞)
走行時間
(分)

平均速度
(㎞/h)

■報告データについて② ～メニューに応じた取得情報～

66

実施計画に記載した取得情報を
プルダウンメニューから選択
（P.3参照）

【Ｅ．メニューに応じた取得情報】

・「C．取得情報」で選択した項目に応じて入力欄（薄

緑）が着色されるため、情報の入力または選択をすること。

※セルの色が変わった欄は入力必須！！

・ただし、以下の場合は入力欄が着色されても、必ずしも
情報の入力が必要としない。なお、その際は「0（ゼロ）」
と入力すること。
1.「走行時間」、「平均速度」を選択した際の「うち高速道
路」の「走行時間」、「平均速度」。
2.「荷積み・荷卸し」を選択した際は「荷積み」か「荷卸し」
のいずれかまたは双方を入力すること。

※ただし、実施計画書で立案した取得情報は
必ず取得し入力すること。

※「英数字」は半角で入力すること。



■報告データについて③ ～メニューに応じた取得情報～

7

メニューに応じた取得情報は以下の表（リスト）を参考に入力。

項目 番号 定義

作業区分
所要
時間
(分)

荷積み 1 荷積み作業にかかる所要時間（分）

取得期間の合計値

荷卸し 2 荷卸し作業にかかる所要時間（分）

荷待ち時間 3 荷待ち時間（分）（荷主等の指定時間からの待ち時間）

うちアイドリング時間 4 前項の「荷待ち時間」のうちアイドリングを行っていた時間（分）

早着による待機時間 5 早着による待ち時間（分）（荷主等の指定時間前の待ち時間）

休憩 6 休憩時間（分）

発着時刻 発着時刻の取得回数（荷積卸の回数） 7 荷積みや荷卸しした場所の発着時刻を取得した回数（荷積卸地への発着回数）

積載情報 荷姿 8 取得期間における主な荷姿（選択肢「バラ積み、パレット、コンテナ、その他」） プルダウン選択

空車情報

空車時間(分) 9 空荷での走行時間（分）
取得期間の合計値

空車距離(㎞) 10 空荷での走行距離(㎞)

空車率(％) 11 走行距離に対する空車距離の比（距離比） 取得期間における平均値

交通情報

渋滞箇所距離(㎞) 12 渋滞区間を走行した距離(㎞)

取得期間の合計値渋滞箇所回数 13
渋滞区間を走行した延べ回数（同一地点で発生した渋滞の場合であっても、行
き・帰りや走行日が異なる場合は複数回走行とカウント）

遅延時間(分) 14 到着予定時刻から遅延した時間（分）

温度情報

庫内平均温度(℃) 15 保温保冷庫内の平均温度(℃)
取得期間における平均値

庫内設定温度(℃) 16 保温保冷庫内の平均設定温度(℃)

扉の開閉回数 17 保温保冷庫を開閉した回数 取得期間の合計値



■追加取得情報について

8

【追加取得情報】

・「E．メニューに応じた取得情報」内にない取得情報に
ついて入力すること。

【追加取得情報詳細入力欄】

・「取得情報」「単位」「詳細」を入力すること。
・数値で表せないデータの提出方法、あるいは入力する欄が
足りない等の場合は事務局へ連絡すること。

自動的に反映

※「英数字」は半角で入力すること。



■他の各種提出書類との相違について

9

総括分析データに入力した情報と他の各種提出書類に入力した情報において相違や異常値が見られた場合、修正及び再提出となることがあ
るため、十分に確認の上提出すること。

※２.「追加取得情報」欄を使用した場合は、取得情報、単位、詳細をそれぞれ入力

トラック輸送の省エネ化推進事業 単位

【総括分析データ（総括表）】

■報告データ

Ａ．事業者の情報 Ｄ．必須取得情報 Ｅ．メニューに応じた取得情報

④車両情報 法定３要素 作業区分 発着時刻 積載情報 空車情報 交通情報 温度情報 追加取得情報 ※２

Ｂ．車両の実施連携メニュー

Ａ Ｂ

追加1

追加2

追加3

追加4

※１．荷主等の申請の場合は荷待ち時間からの推計値を入力。推計値の算出方法は公募要領P.8を参照、又は別ファイル「計算シート_荷待ち時間燃料推計（荷主等）」を利用して算出すること

連携
メニュー

番号
追加取得情報

Ａ

Ｂ

その他

連携
メニュー

区分
メニューに応じた取得情報

Ｂ

その他

連携
メニュー

区分
連携メニュー番号

Ａ

Ｃ．取得情報

空車率
(％)

発着時刻の
取得回数

（荷積卸の
回数）

渋滞
箇所
距離
(㎞)

渋滞
箇所
回数

遅延
時間
(分)

走行時間
(分)

平均速度
(㎞/h)

休憩

所要時間(分)

うち
アイドリン
グ時間

※荷主等の
申請は報告

必須

荷積み 荷卸し
車両登録番号 車台番号

燃料
の

種類

実燃費
（㎞/ℓ）

走行時間
(分)

平均速度
(㎞/h) 走行距離

(㎞)

①
走行距離
（㎞）

②
輸送量
（t）

③燃料使用量（ℓ）

取組
期間中の
燃料
使用量

荷待ち
時間から
算出した
燃料
使用量

（荷主等は
報告必須）

※１

追加取得情報 詳細

データ
取得時期

交付決定
番号 うち高速道路

積載率
(％)

トラック・荷主等

事業者名

荷姿
空車時間
(分)

空車距離
(㎞)

扉の
開閉
回数事業所名

庫内
平均
温度
(℃)

庫内
設定
温度
(℃)

実施した
連携

メニュー

データ
取得
日数 荷待ち

時間

早着に
よる

待機時間

【お願い】

書類作成の際は 使用してください。

ファイルのコピー等を使用すると入力規則の誤作動の原因になる場合があります。

緑色のセルに入力すること
（注）実施計画書の「取得情報」に記入したデータは報告必須

【お願い】

書類作成の際は 使用してください。

ファイルのコピー等を使用すると入力規則の誤作動の原因になる場合があります。

総括分析データ

5

必須取得情報

1

トラック事業者と荷主等との連携メニュー実施内容※3

区
分 A

区
分 B

メニュー実施によって解消を図る省エネの課題 メニュー実施によって解消を図る省エネの課題

トラック事業者と荷主等との連携・提案内容※4 トラック事業者と荷主等との連携・提案内容※4

7 7

8 8

番号 品目 品目

※5 上記で「⑧その他」を選択した場合は連携提案内容を記入 ※5 上記で「⑧その他」を選択した場合は連携提案内容を記入

5

6 6

Aメニューに応じた取得情報 Bメニューに応じた取得情報

4 4

実施計画書（２枚目）

連携メニューNo.

2

‐
1 9 9

燃料使用量

輸送量

主な輸送品目 主な輸送品目

番号

2

3

1

2

3

走行距離走行距離

燃料使用量

輸送量

導
入
事
業
者
名

車両動態管理システム

予約受付システム等

配車計画システム

AI・ IoTによるシステム連係ツール

事業者名（トラック事業者）

100

燃料削減率

％
トンキロあたりの

燃料削減率の計画値
1－

連携後
トンキロあたり
燃料使用量

÷
連携前

トンキロあたり
燃料使用量

×

台
実施予定
車両総数

※申請したシステムごとに実施予定の車両の延べ台数ではなく

実台数を入力すること。

※複数のシステムで同一車両を併用する場合は、重複する台数

を除いた実台数を入力すること。

1

‐
2

全体の省エネルギー量
（燃料削減量）の計画

値

×
申請車両

台数

連携前
トラック事業者と荷主等

との連携において
期待される効果※2

(申請車両1台あたり
10日間の合計を記入）

燃料削減量

元請事業者

トラック事業者
有り － 社

無し － 社

実施計画書（1枚目）

1

‐
１

申請するシステム　※下記に該当するシステムにチェックを入れる※1

　

　車両動態
　　　管理システム

実施予定車両台数

台

予約受付
システム等

事業者名（荷主等） 実施する事業所数 実施予定車両台数

箇所 台

車両動態管理システムのうち、以下の該当する車載器導入区分にチェックを入れること

元請事業者

有り

予約受付システム等のうち、以下の該当するシステム区分にチェックを入れること

AI・IoTに
よるシステム
連係ツール

事業者名（トラック事業者又は荷主等）

連携予定の荷主等/トラック事業者

配車計画
システム

事業者名（トラック事業者又は荷主等） 実施する事業所数 実施予定車両台数

箇所 台

連携後
トンキロあたり
燃料使用量

－
連携前

トンキロあたり
燃料使用量

発/着等 連携予定の契約社数

荷主等

発荷主

無し

発荷主 社

着荷主

実施する事業所数 実施予定車両台数

台箇所

社

連携先 運送契約締結の有無

着荷主 社

社

社

ℓ

燃料使用量（ℓ/台・10日） トン・キロ（ｔ・㎞/台・10日）

燃料使用量（ℓ/台・10日） トン・キロ（ｔ・㎞/台・10日）

連携後

社

①デジタコ導入型

③サービス単独型

①予約受付システム

②ASNシステム

③受注情報事前確認システム

④パレット等管理システム

⑤パレタイズシステム

②GPS車載器導入型

実施計画書

車両台数
区分メニュー

メニューに応じた取得情報
etc

【注意事項】 １．車両が所属している事業所ごとにシートを分けて作成すること

（シート名は「車両情報一覧」を「事業所名」に変更すること）

申 請 台 数 ２．行が足りなくなった場合は追加すること

事 業 所 申 請 台 数 ３．電子メールで報告すること（dotai_hojokin@03.pacific-hojo.jp)

４．提出する際のファイル名は「交付決定番号」_sharyou.xlsｘとすること

自動車登録番号 種別 用途
自家用・

事業用の別
車体形状 最大積載量 車名 車台番号 型式 燃料の種類 使用者の氏名又は名称 車載器品名 シリアルナンバー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

申請車両・車載器シリアル情報一覧表

交付決定番号
ト ラ ッ ク 事 業 者 名

事 業 所 名

番
号

申請車両 車載器
備考

初度登録年月

車両登録番号
車台番号

燃料の種類

申請車両・車載器シリアル情報一覧

自己評価結果（３枚目） 令和３年度 トラック輸送の省エネ化推進事業

1 連携調整 連携実施時の情報共有

2 連携調整 連携実施時の情報共有

3 連携調整 連携実施時の情報共有

4 連携調整 連携実施時の情報共有

5 連携調整 連携実施時の情報共有

6 連携調整 連携実施時の情報共有

7 連携調整 連携実施時の情報共有

8 連携調整 連携実施時の情報共有

9 連携調整 連携実施時の情報共有

３

‐
５
※
４

連携メニュー実施の効果
（分析結果 等）※２

・取組実施後、どれほどの省エネ効果があっ
たかがわかる数値と自己分析
（ただし改善された数値のみの記入は不可）

取組内容の概要
・実際に行った取組の内容につ
いて、何をどのように実施した
のか
（実施計画書で報告した取組に
基づいた内容であること）

導入システムの
活用方法

・取得したデータをもとに行った
省エネの分析、検証方法

３

‐
４
※
４

ト
ラ

ッ
ク
事
業

者
と

荷
主
等
と
の

連
携
前

提案した内容
・トラック事業者と荷主等との間
で連携を依頼する際、提示した
データや提案方法など

ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
と
荷
主
等
と
の
連
携
後

※
２

改善・工夫点
・取組実施の中で発生した問題
点
・改善策や省エネ効果をより向
上させるための工夫など

３

‐
３

必須取得情報 用途（複数チェック可）

走行距離

燃料使用量

実積載量

メニューに応じた取得情報 用途（複数チェック可）

取得情報の用途

（区分Bメニューのみ）
※「取得情報」記入時の注意
①別様式「総括分析データ」
　 の「C.取得情報」 と同一の
　 データ名を転記すること
②区分Ａ、Ｂメニュー別に分けて
   左記4～9を選択すること
③別様式「総括分析データ」の
     「E.取得情報／追加取得情報」
     欄に入力したデータについても
     漏れなく転記すること

無し -

無し

発荷主

着荷主

元請事業者

　個別評価（区分Ｂメニュー）※１

３

‐
２

連携メニューNo.
（区分Ｂメニュー）※３　※４

B - 実施台数 台

連携した荷主等/トラック事業者の名称

連携先
運送契約

締結の有無
発/着等 事業者名

荷主等

有り

発荷主

着荷主

元請事業者

トラック
事業者

有り -

３

‐
１

導
入
事
業
者
名

車両動態管理システム

予約受付システム等

配車計画システム

AI・IoTによる
システム連係ツール

交付決定番号

自己評価結果（２枚目） 令和３年度 トラック輸送の省エネ化推進事業

1 連携調整 連携実施時の情報共有

2 連携調整 連携実施時の情報共有

3 連携調整 連携実施時の情報共有

4 連携調整 連携実施時の情報共有

5 連携調整 連携実施時の情報共有

6 連携調整 連携実施時の情報共有

7 連携調整 連携実施時の情報共有

8 連携調整 連携実施時の情報共有

9 連携調整 連携実施時の情報共有

改善・工夫点

　個別評価（区分Ａメニュー）※１

・取組実施の中で発生した問題
点
・改善策や省エネ効果をより向
上させるための工夫など

２

‐
５
※
４

連携メニュー実施の効果
（分析結果 等）※２

・取組実施後、どれほどの省エネ効果があっ
たかがわかる数値と自己分析
（ただし改善された数値のみの記入は不可）

２

‐
４
※
4

ト

ラ

ッ
ク

事

業

者

と

荷
主
等
と
の

連
携
前

ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
と
荷
主
等
と
の
連
携
後

※
２

取組内容の概要
・実際に行った取組の内容につ
いて、何をどのように実施した
のか
（実施計画書で報告した取組に
基づいた内容であること）

導入システムの
活用方法

・取得したデータをもとに行った
省エネの分析、検証方法

提案した内容
・トラック事業者と荷主等との間
で連携を依頼する際、提示した
データや提案方法など

２

‐
３

必須取得情報 用途（複数チェック可）

走行距離

燃料使用量

実積載量

メニューに応じた取得情報 用途（複数チェック可）

取得情報の用途

（区分Ａメニューのみ）
※「取得情報」記入時の注意
①別様式「総括分析データ」
　 の「C.取得情報」 と同一の
　 データ名を転記すること
②区分Ａ、Ｂメニュー別に分けて
   左記4～9を選択すること
③別様式「総括分析データ」の
     「E.取得情報／追加取得情報」
     欄に入力したデータについても
     漏れなく転記すること

-

無し

発荷主

着荷主

元請事業者

２

‐
２

連携メニューNo.
（区分Ａメニュー）※３　※４

A - 実施台数 台

連携した荷主等/トラック事業者の名称

連携先
運送契約

締結の有無
発/着等 事業者名

荷主等

有り

発荷主

着荷主

元請事業者

トラック
事業者

有り -

無し

 

 

 

 

交付決定番号
２

‐
１

導
入
事
業
者
名

車両動態管理システム

予約受付システム等

配車計画システム

AI・IoTによる
システム連係ツール

自己評価結果（１枚目） 令和３年度 トラック輸送の省エネ化推進事業

事業実施車両総数

車両台数・事業所数

箇所

箇所

※導入したシステムごとに実施した車両の延べ台数では
なく実台数を入力すること。
※複数のシステムで同一車両を併用する場合は、重複す
る台数を除くこと。

台

実施した車両台数 導入事業所数

導入したシステム システムを導入する事業者名

台

実施した車両台数 導入事業所数

台

・取組の実施によって明確と
なった問題点と解決方法
・更に省エネ効果を向上させる
ための施策

１

‐
４

翌年度以降の対応
・本年度の事業を終え、来年度以降予定して
いる取組内容など
・計画値未満、取組途上の場合は再提出日な
どのスケジュール

１

‐
３

取
組
結
果

効
果
の
要
因

直接要因
・省エネ効果を得るこ
とに繋がった主な要因

外的要因
・天候、物量の増減な
どの間接的な影響

今後の改善点

× 100

燃料削減率

％

×
申請車両

台数

燃料削減量

ℓ

連携後
トンキロあたり
燃料使用量

÷

全体の省エネルギー量
（燃料削減量）

連携前
トンキロあたり
燃料使用量

-
連携後

トンキロあたり
燃料使用量

連携前
トンキロあたり
燃料使用量

　総合評価　（各メニューごとの評価については次項「個別評価」にて記述）

１

‐
２

トラック事業者と荷主等との連携策の完了状況

取組完了

計画値未満（取組は実施済）※１

取組途上※２

 トン・キロ（ｔ・ｋｍ/台・10日）

省
エ
ネ
効
果

連携取組の計測値

(申請車両1台あたり
10日間の合計を記入）

連携前

燃料使用量（ℓ/台・10日） トン・キロ（ｔ・ｋｍ/台・10日）

連携後

燃料使用量（ℓ/台・10日）

達成値 1 -

社

トラック事業者
有り - 社

無し - 社

発/着等 連携した事業者数

予約受付システム等

配車計画システム

社

着荷主 社

社

着荷主 社

元請事業者 社

実施した車両台数 導入事業所数

台

箇所

実施した車両台数 導入事業所数

台

１

‐
１

補
助
事
業
者
の
基
本
情
報

交付決定番号

荷主等

有り

発荷主

無し

発荷主

元請事業者

車両動態管理システム

連携した荷主等/トラック事業者数

連携先 運送契約締結の有無

箇所

AI・IoTによる
システム連係ツール

自己評価結果

【サンプル車両の運行毎データ】

・取組を実施した車両のうち任意の1台ついて、1行1運行ごとのデータを記入すること。
※本表は、主にトンキロの算出方法に誤りが無いことを証明していただくため、サンプルとして車両1台の詳細データの提出を求めるものです。

①事業者及びサンプル車両

②1運行毎のデータ ③合計及び10日換算の運行データ（②より自動算出）

連番 運行年月日
走行距離

（㎞）

輸送量

（t）

燃料使用量

（ℓ）

トンキロ

(t･km)

運行日数

（日）

走行距離

（㎞）

輸送量

（t）

燃料使用量

（ℓ）

トンキロ

(t･km)

トンキロあたりの

燃料使用量

(ℓ/t･km)

1 0 合計 0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2 0 10日換算 0（日数不足） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

3 0 ※上記の10日換算の値が、総括分析データ（総括表）の値と一致すること。

4 0

代表補助事業者名

交付決定番号

車両登録番号

データ取得時期

(連携前・後）

サンプル車両の運行毎データ



■サンプル車両の運行毎データ・荷主等連携前/連携後総括分析データの提出ファイル名について

10

サンプル車両の運行毎データを提出する際は、以下の規則でファイル名を付与し提出してください。
書式 ：●●●●●_meisai■.xlsx
荷主等連携前および連携後総括分析データを提出する際は、以下の規則でファイル名を付与し提出してください。
書式 ：●●●●●_soukatsu■ _▲▲▲.xlsx

●●●●●：3で始まる5桁の交付決定番号（様式第2に記載されています）
■ ：連携前データは「1」、連携後データは「2」
▲▲▲ ：「001」から始まる【3桁の連番】
例 ：30001_meisai1.xlsx ←連携前サンプル車両の運行毎データ

：30001_soukatsu1_001.xlsx ←連携前総括分析データ
：30001_soukatsu2_001.xlsx ←連携後総括分析データ

※複数の総括分析データを提出する場合、【3桁の連番】を「001」から始まる連番でファイル名を付与してください。
※申請車両台数が30台を超える場合や、複数の事業所や営業所で取組を行う場合、総括分析データを

必要なファイル数作成してください。
※1つの事業所や営業所が複数ファイルにまたがる場合、それぞれが【3桁の連番】で続くよう採番してください。
※【3桁の連番】は、1ファイルだけの提出であっても必ず「001」を付与してください。

※「英数字」は半角で入力すること。


